
５年生理科「流れる水のはたらき」
授業のシナリオ【ロイロノート活用の流れ】

令和７年１月



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

導入
：5
分

１ 資料写真や地面を流れる雨水のようす
を見て，流れる水のはたらきについ
て話し合う。

●大雨の後の校庭の様子の写真を提示す
る。（事前に準備）

第１時：川原の石① ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

展開
：35
分

めあて：流れる水には，どんなはたらき
があるのだろうか。

○川のようす
・蛇行している
・中州がある。
○流域全体のようす
・山から流れてきている。
・平野は平らでゆるやかに流れている。
○川原のようす
・石がある。
・石の形がまるい。

テストを配布し、地面を流れる水と川の
写真を見比べ、グループで話し合い
ながらそれぞれの似ているところを
回答したら「答え合わせをする」ボ
タンを押すよう告げる。

●教科書P.72のマンガやP.73の写真を見
て，川のようすで気がついたことを話し
合わせる。
●教科書の写真だけではなく，地域の身
近な川内川の写真を用意して提示する。

T：画面①「配信_川内川の航空写真」を
画面配信し、川内川のようすを確認す
る。

T：画面②「テスト_地面を流れる水のよ
うすと、川の流れるようすを見くらべ
て、にているところをさがしてみよ
う」を開く。

「全員で解答」ボタンを押す。
「通常モード」を押す。

第１時：川原の石① ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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画面① 画面②

（合計5枚）

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

終末
：5
分

２ 次の時間から調べていくことを確かめ
る。

〇次の時間から調べていくこと
・川の上流，中流，下流には，どのよう
なちがいがあるのだろうか。

●教科書の「実験１，２」を活用して，
実験なども通して調べていくことを紹
介し，興味・関心を高めておく。

第１時：川原の石① ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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T：先生 C：児童



流
れ

参考資料

展開
：35
分

第１時：川原の石① 参考資料
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T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

導入
：7
分

１ 前時までの学習をふり返る。

テストを配布し、写真から川内川のよう
すを読み取り、それぞれの写真の場
所を地図から選んで回答したら「答
え合わせをする」ボタンを押すよう
告げる。

●確かめ問題でふり返りをさせる。

T：画面①「テスト_川内川のようすと場
所を関連づけよう」を開く。

「全員で解答」ボタンを押す。
「通常モード」を押す。

第２時：川原の石② ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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画面①

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

展開
：30
分

２ いろいろな川を比べて，土地のようす
と流れる水のはたらきを考える。

めあて：川の上流，中流，下流には，ど
のようなちがいがあるのだろうか。

ワークシートを配布し、前時の学習をも
とに，それぞれの川のア,イ,ウの地点
の特徴をワークシートに記入し、記
入が完了したら「答え合わせをす
る」ボタンを押すよう告げる。

○流れのようすはどう違うか。
ア→速い。イ→少しゆるやか。ウ→ゆる
やか。

○川幅は，どう違うか。
ア→せまい。イ→やや広い。ウ→広い。
○石の大きさは，どう違うか。
ア→大きい。イ→少し小さくなった。
ウ→砂や小石が多く，ア，イのような大
きな石は見られない。

○石の形はどのように違うか。
ア→少し角張っている。
イ→まるみを帯びている。
ウ→まるみを帯びた小石が見られる。

３ 川の特徴として，共通点や違いなど気
づいたことを話し合う。

T：画面②「ワークシート_川内川と川原
の石のようす」を開く。

「全員で解答」ボタンを押す。
「通常モード」を押す。

●前時の学習をもとに，それぞれの川の
ア,イ,ウの地点の特徴をワークシート
に記入する。

○評 川の上流と下流の川原の石の違いに
ついて，予想や仮説を基に，解決の方
法を発想し,自ら進んで流れる水と土地
の変化の関係を調べたり,表現したりす
ることで，問題解決しようとしている
か。【発言分析・記述分析】

《ＮＨＫデジタル教材クリップ》
T：画面③「Webカード_川原の石の様子
（87秒）」を画面配信する。

T：画面④「Webカード_川の石の大きさ
と形（101秒）」を画面配信する。

T：画面⑤「Webカード_けずられる石
（75秒）」を画面配信する。

T：画面⑥「Webカード_土をけずる川
（42秒）」を画面配信する。

第２時：川原の石② ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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画面② 画面③

画面④ 画面⑤

画面⑥

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

展開
：30
分

４ 自分たちの住んでいる地域の川のよう
すを調べよう。

ワークシートを配布し、グループで話し
合い,川内川と教科書の写真とを比べ
ながら，共通点や差異点をワーク
シートにまとめ、記入が完了したら
「答え合わせをする」ボタンを押す
よう告げる。

● 川内川と教科書の写真とを比べながら，
共通点や差異点を話し合わせる。

T：画面⑦「ワークシート_川内川の上中
下流の川原のようす」を開く。

「全員で解答」ボタンを押す。
「通常モード」を押す。

●川内川の川原の石のサンプルを活用し，
大きさやまるみ，手ざわりなどを調べ
させる。

※川内川の石については貸し出しを行い
ます。下記までお問合せください。

【お問い合わせ先】国土交通省 九州地
方整備局 川内川河川事務所 流域治
水課

〒895-0075 鹿児島県薩摩川内市東小路
町20番2号 TEL：0996-22-3359

T：画面⑧「シンキングツール_川の石の
観察」を開き、川内川の上中下流の石
を観察して分かったことをカードに記
入する。

第２時：川原の石② ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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画面⑦ 画面⑧

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

終末
：8
分

５ 川の水のはたらきと，まわりの土地の
ようすの変化について，まとめる。

テストを配布し、川の水のはたらきと，
まわりの土地のようすの変化につい
て解答し、記入が完了したら「答え
合わせをする」ボタンを押すよう告
げる。

○土地のかたむきが大きい山の中では，
水の流れが速く，川はばがせまい。
川原には，角ばった大きな石が多い。

○平地へ流れ出たあたりでは，山の中よ
り水の流れがゆるやかになり，川は
ばが広くなる。川原には，まるくて
小さな石が多くなる。

○平地では，流れがゆるやかになり，川
はばがさらに広くなる。流されてき
た土や石などが，川原や川底に積も
る。

T：画面⑨「テスト_川の水のはたらきと，
まわりの土地のようすの変化」を開く。
「全員で解答」ボタンを押す。
「通常モード」を押す。

●上流から下流までの川のようすやまわ
りの土地のようすを，流れる水のはた
らきと関連づけてまとめさせる。

○評 川の上流と下流によって川原の石の
大きさや形に違いがあることを理解し
ているか。【発言分析・記述分析】

第２時：川原の石② ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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画面⑨

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

導入
：5
分

１ 雨が降っている校庭のようすについて
話し合う。

・川のように流れていた。
・流れたあとはけずられていた。
・流れる水の色はにごっていた。
・へこんだところは水たまりがあった。

●雨の日の校庭のようすを撮影した写真
（事前に準備）を提示し，考えさせる。

第３時：流れる水のはたらき① ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

展開
：35
分

２ 砂山に水を流して川を作り，どの部分
の水の流れが速いか，どの部分の砂
が削られやすいか考える。【観察
①】

めあて：流れる水は，地面のようすをど
のように変えるのだろうか。

① 観察するポイントについて話し合う。
・川にはカーブがあった
→内側と外側の流れのちがいは？
・急な流れと緩やかな流れ
→流れる速さのちがいは？

②流れる水のはたらきを観察する。
・カーブの外側と内側で，水の流れの速
さや砂が流される様子が違う。

・急斜面のところが水が速く流れ，砂も
削られたり，運ばれたりしやすい。
なだらかなところに積もりやすい。

→水の通ったところがへこんでいるのは，
水でけずられたからだね。

→低いところや流れがゆるいところでは，
砂がたまっている。

・流れる水がにごっている。
→砂や土が運ばれているんだね。
・流れた先は水たまりになって，湖のよ
うになっている。

●中庭の造形砂場を利用して，模擬的な
川を作り，ペットボトルで水を運んで
流させる。

●２つの班合同で実験を行い，班ごとに
記録係を決めておく。気づいたことは，
記録係へ伝えるようにする。

●水を流したり，水を流すのをやめて砂
の様子を観察したりして，カーブや斜
面の違いによって，水の流れの速さや
砂の様子が場所によって違うことに気
付くことができるようにする。

●水が流れたところで，地面がけずられ
ているところや土が積もっているとこ
ろをさがさせる。

○評 地面を流れる水や川の流れの様子に
ついて,予想や仮説を基に,解決の方法
を発想し,自ら進んで流れる水のはたら
きについて調べようとしているか。
【発言分析・記述分析】

第３時：流れる水のはたらき① ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

終末
：5
分

③ 気づいたことをワークシートにまとめ
る。

ワークシートを配布し、実験の結果をも
とに、気づいたことをワークシート
に記入し、記入が完了したら「答え
合わせをする」ボタンを押すよう告
げる。

○評 流れる水と砂山の変化を観察し,結果
を適切に記録しているか。【行動観察・
記録分析】

T：画面①「ワークシート_実験してみて
気づいたこと」を開く。

「全員で解答」ボタンを押す。
「通常モード」を押す。

第３時：流れる水のはたらき① ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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画面①

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

導入
：20
分

１ 校庭に水を流して，地面のようすを観
察した結果を話し合う。

めあて：流れる水は，地面のようすをど
のように変えるのだろうか。

○流れる水の速さは場所によって違うか。
・流し始めやカーブの外側が速い。
○地面がけずられているところはどんな
ところか。

・カーブの外側
・水の流れが速いところ
○土が積もっているのはどんなところか。
・低くて平らなところ
○流れている水には何がふくまれている
か。

・にごっている。砂や土が運ばれている。
○ 流す水の量を変えたらどうか。

○評 流れる水と砂山の変化を観察し,結果
を適切に記録しているか。【行動観察・
記録分析】

T：前時の画面①「テスト_実験してみて
気づいたこと」の集計結果を画面配信
して、全員で共有する。

第４時：流れる水のはたらき② ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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前時の画面①

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

展開
：10
分

２ 流れる水には，どのようなはたらきが
あったかふり返る。

○水の流れが速かったのはどこか。
○にごった水には，何がふくまれていた
か。

○土が積もっていたのはどこか。

テストを配布し、川の水がふえたあとの
川のようすの変化について解答し、
記入が完了したら「答え合わせをす
る」ボタンを押すよう告げる。

●観察の結果をふり返り，流れる水のは
たらきを整理させる。

●教科書の写真やデジタルカメラで撮影
した写真を掲示し，それを見て考えた
ことも発表させる。

T：画面①「テスト_川の水がふえたあと
の川のようすの変化」を開く。
「全員で解答」ボタンを押す。
「通常モード」を押す。

第４時：流れる水のはたらき② ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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画面①

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

終末
：15
分

３ 流れる水による地面の変化をまとめる。
○流れる水のはたらきを，「けずる」
「運ぶ」「積もる」の３つの作用で
整理する。

ワークシートを配布し、実験の結果を
ワークシートに解答し、記入が完了
したら「答え合わせをする」ボタン
を押すよう告げる。

まとめ：流れる水には，地面をけずった
り，土や石を運んだり，流されてき
た土や石を積もらせたりするはたら
きがある。流れる水が地面をけずる
はたらきをしん食，土や石を運ぶは
たらきを運ぱん，流されてきた土や
石を積もらせるはたらきをたい積と
いう。

●流れる水の三作用を「しん食」「運ぱ
ん」「たい積」の言葉を使って説明さ
せる。

●ここでは流れる水の三作用の学習をす
るが，実際の河川との関係を意識させ
ておく必要がある。

○評 流れる水には,土地を侵食したり,石や
土などを運搬したり,堆積させたりする
働きがあることを理解しているか。
【発言分析・記述分析】

T：画面②「ワークシート_実験のまと
め」を開く。
「全員で解答」ボタンを押す。
「通常モード」を押す。

◆今次までのふりかえりとして，国土交
通省防災教育ポータル「小学校５年理
科流れる水の働きと土地の変化」を視
聴する（残時間や理解度に応じて割愛
してもよい）。

T：画面③「動画カード_流れる水の働き
と土地の変化（8分22秒）」を画面配
信する。

第４時：流れる水のはたらき② ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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画面②

画面③

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

導入
：10
分

１ 実際の川でも，流れる水は土地のよう
すを変えているか，資料を見て考え
る。

めあて：実際の川でも，流れる水は，土
地のようすを変えているのだろうか。

○山と平らなところ（平地・平野）があ
る。

○山の谷には，川が流れている。
○平野の川の幅は広い。
○カーブの外側はけずられ，内側は，土
や石が積もって川原ができている。

○Ｖ字谷 ○ 蛇行 ○ 三角州

●前時の学習をもとにして，流れる水の
三作用（浸食・運搬・堆積）を確認す
る。

T：前時の画面②「ワークシート_実験の
まとめ」の集計結果を画面配信して、
全員で共有する。

●教科書のイラストを見て，川やそのま
わりの土地のようすで気づいたことを
出させる。

●川内川流域の３Ｄ映像,立体地図などで,
川内川のようすを確認する。

○資 川内川流域の３Ｄ映像・立体地図
○資 川内川のようす
○資 川内川平野のようす

T：画面①「動画カード_川内川流域の３
Ｄ映像・立体地図（4分43秒）」を画
面配信する。

T：画面②「配信_川内川と川内平野のよ
うす」を画面配信する。

第５時：流れる水のはたらき③ ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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前時の画面② 画面①

画面②

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

展開
：30
分

◆ＮＨＫデジタル教材番組「ふしぎが
いっぱい（5年生）『川は流れて
…』」を視聴する。

ワークシートを配布し、川のようすでわ
かったことを記入し、記入が完了し
たら「答え合わせをする」ボタンを
押すよう告げる。

２ 浸食・運搬・堆積のはたらきが，川や
実際の地形のどんなところと当ては
まるか話し合う。

○山の方の谷は，川がけずったところで
はないか。

○山でけずられた土は，川の下流まで運
ばれていそうだ。

○平らなところは流れが弱くなって，流
れてきた物がたまっていそうだ。

３ 山の中から海へ流れ出る間に，川や川
原，石のようすは，どのように変
わっているか，長良川の写真を見て
考える。

○流れのようすはどう違うか。
ア→速い。イ→少しゆるやか。ウ→ゆる
やか。

○川幅は，どう違うか。
ア→せまい。イ→やや広い。ウ→広い。
○石の大きさは，どう違うか。
ア→大きい。イ→少し小さくなった。
ウ→砂や小石が多く，ア，イのような大
きな石は見られない。

○石の形はどのように違うか。
ア→少し角張っている。
イ→まるみを帯びている。
ウ→まるみを帯びた小石が見られる。

●学習シートに，上流，中流，下流の違
いをメモしながら視聴できるようにす
る。

T：画面③「Webカード_川は流れて…
（10分00秒）」を画面配信する。

T：画面④「ワークシート_場所が変わる
と…」を開く。
「全員で解答」ボタンを押す。
「通常モード」を押す。

○評 自ら進んで流れる水と土地の変化の
関係を調べたり,表現したりすることで,
問題解決しようとしているか。【発
言・行動観察】

●人工衛星から写した長良川周辺の写真
で，ア，イ，ウの地点を確認する。

●臨場感を出すために，プロジェクター
で教科書の写真などを大きく映し出す。

●それぞれの写真のなかに写してある
30cmの定規と比較させながら，川や
川原に見られる石の大きさを考えさせ
る。

●川原に見られる石，小石，砂などにつ
いて，上流から運ばれてくる間にぶつ
かったり転がったりして，割れたりけ
ずられたりしながら，だんだん小さく
なってまるみを帯びてきたのではない
かと考えられるようにする。

T：画面⑤「配信_川内川のようす」を画
面配信する。

第５時：流れる水のはたらき③ ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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画面③

画面④

画面⑤

（合計8枚）

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

終末
：5
分

４ 川の水のはたらきと，川と川原の石の
ようすについてまとめる。

○山の中は流れが速く，川はばがせまい。
かたむきが大きいから速い。川原に
は角ばった大きい石が多い。

○平地に流れ出たあたりでは，水の流れ
がゆるやかで,川はばが広い。まるみ
のある石が多い。

○平地では流れがゆるやかで，川はばは
さらに広い。小さい石や砂が積もっ
ている。

●長良川が山から海へ流れ出る間に，川
幅がしだいに広くなっていることに気
づかせる。川幅の変化と，流れる水の
速さや水量などを相互に関連づけて考
えさせるようにする。（教科書P74～
75）

●上流から下流までの川と川原の石のよ
うすを，流れる水のはたらきと関連づ
けてまとめさせる。

T：画面⑥「シンキングツール_川のはた
らきと石のようす」を開き、川内川の
上中下流の石を観察して分かったこと
をカードに記入する。

第５時：流れる水のはたらき③ ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ

17

画面⑥

T：先生 C：児童



流
れ

参考資料

展開
：35
分

第５時：流れる水のはたらき③ 参考資料

18

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

導入
：5
分

１ 実験の流れを確かめる。

２ 土地の傾きや水の量などの水の流し方
を変えて，流れる水のはたらきの違
いを調べる。

めあて：土地の傾きや川の水の量の違い
によって，流れる水のはたらきはど
う変わるのだろうか。

●各グループの実験場所と記録係を確認
する。

第６時：流れる水のはたらき④ ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ

19

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

展開
：35
分

【実験1】ほぼまっすぐな流れ
○同じ傾きの斜面に，流す水の量を変え
て少しずつ流し，流れる水のはたら
きのようすを調べる。

○傾きの違う斜面に，水を少しずつ一定
の量で流しながら，流れる水のはた
らきのようすを調べる。

【実験2】Ｓ字（カーブ）の流れ
○同じ傾きの斜面に，流す水の量を変え
て少しずつ流し，流れる水のはたら
きのようすを調べる。

○傾きの違う斜面に，水を少しずつ一定
の量で流しながら，流れる水のはた
らきのようすを調べる。

●実験装置を同じ傾きにして，流れる水
の通り道を浅めにつける。

●水の量を変えて流す。
●水を流し始めたところからけずられて
いくようすの違いを観察させる。

●流れのとちゅうで，運ばれていく土砂
の量や速さを観察させる。

●流れていった先で，運ばれてきた物が
どのようにたまっているかを観察させ
る。

●実験後に水がひいた後で，土砂がた
まっているところを観察させる。

●実験装置で斜面に急なところ，ゆるや
かなところをつくり，急なところから
ゆるやかなところへと流れて行くなか
で土地の変化の違いを調べさせる。

●実際の地形や河川の流域をスケールダ
ウンして実験していることを意識させ
る。

●実験後は手洗いを十分にさせる。

第６時：流れる水のはたらき④ ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ

20

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

終末
：5
分

３ 実験結果を確かめ合い，分かったこと
を話し合う。

ワークシートを配布し、実験のでわかっ
た調べる方法を記入し、記入が完了
したら「答え合わせをする」ボタン
を押すよう告げる。

○評 流れる水の速さや量の変化を調べる
工夫をし,モデル実験の装置を操作し,
計画的に実験し,それらの過程や得られ
た結果を適切に記録しているか。【行
動観察・記録分析】

T：画面①「ワークシート_流れる水のは
たらきを調べるにはどこをみればよいか
な？」を開く。
「全員で解答」ボタンを押す。
「通常モード」を押す。

第６時：流れる水のはたらき④ ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ

21

画面①

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

導入
：12
分

１ 実験結果から，どんなことがいえるか
を考える。

めあて：土地の傾きや川の水の量の違い
によって，流れる水のはたらきはど
う変わるのだろうか。

○水の量が少ないときと多いときでは，
流れの速さとけずられ方はどのよう
にちがうか。

○斜面のかたむきが小さいときと大きい
ときとでは，流れの速さとけずられ
方はどのようにちがうか。

●実験の結果を発表させ，流れる水のは
たらきを整理させる。

●実験のようすを撮影した画像を提示し，
前時の学習をふり返りやすくする。

第７時：流れる水のはたらき⑤ ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ

22

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

展開
：28
分

２ 調べた条件による水の流れ方の違いと
水のはたらきの関係をまとめる。

○水の量が増えると，流れが速くなり，
水のはたらきが大きくなる。

○傾きが大きければ，流れが速くなり，
水のはたらきが大きくなる。

ワークシートを配布し、実験のでわかっ
た調べる方法を記入し、記入が完了
したら「答え合わせをする」ボタン
を押すよう告げる。

３ 水の速さや量と流れる水のはたらきの
関係を，実際の河川のようすに当て
はめて考える。

・学校付近は？ ・上流は？
・中流は？ ・下流は？
・カーブになっているところは？
・しん食されやすいところは？
・たい積しやすいところは？
○「川の上流に雨が降ったら？」
→川から離れる。
→上流で増えた水が下流に流れてくるか
ら。

○「川の水が濁っていたら？」
→川から離れる。
→流れが速くなって土地が削られている
から。

●水の流れが速いときはけずったり運ん
だりするはたらきが大きくなり，水の
流れがおそいときは土砂がよくたまる
ようになることを理解させる。

●山の中には深い谷が，平地には土や石
などが積もった地形ができやすいこと
を考えることができるようにする。

T：画面①「シンキングツール_水の流れ
かたや地形の変化」を開き、土地のか
たむきや水の量によって、地形がどの
ように変わるのか分かったことをカー
ドに記入する。

T：画面②「ワークシート_水の流れ方の
はたらきを考えよう！」を開く。

「全員で解答」ボタンを押す。
「通常モード」を押す。

●水の速さや量と流れる水のはたらきの
関係を，写真や立体地図などと比べな
がら実際の河川のようすに当てはめて
考えさせる。

T：画面③「動画カード_川内川の水害時
のVTR（44秒）」を画面配信する。

T：画面④「配信_川内川のふだんのよう
すと増水時の川の様子」を画面配信す
る。

T：画面⑤「配信_平成18年洪水の写真」
を画面配信する。

●防災の視点から考えることができるよ
うにする。

T：画面⑥「配信_川内川防災教室資料7」
を画面配信する。

T：画面⑦「配信_鶴田ダムの看板」を画
面配信する。

T：画面⑧「配信_川内川防災教室資料
21」を画面配信する。

○評 土地の傾きや川の水の量の違いに
よって，流れる水のはたらきが変化す
ることを理解しているか。【発言分
析・記述分析】

第７時：流れる水のはたらき⑤ ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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画面① 画面②

画面③

画面⑥ 画面⑦ 画面⑧

画面④

（合計4枚）

画面⑤

（合計8枚）

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

終末
：5
分

４ 平野がどのようにしてできるか考える。
「川原に写真のような巨岩があるのは，
なぜでしょう。」

○読み物を読んで，平野のでき方や巨岩
がある理由を知る。

○川とのつきあい方は，どのようにして
いけばよいだろう。

テストを配布し、流れる水のはたらきの
まとめ問題を解答し、解答が完了し
たら「答え合わせをする」ボタンを
押すよう告げる。

●洪水は大きな災害をもたらすことがあ
るが，平野に農作物をつくるのに適し
た土を運ぶ役割もしていることをおさ
える。

T：画面⑨「配信_川内平野のようす」を
画面配信する。

T：画面⑩「テスト_流れる水のはたらき
のまとめ」を開く。

「全員で解答」ボタンを押す。
「通常モード」を押す。

◇川内川の立体地図も見ながら、水の速
さや量と流れる水のはたらきの関係を，
写真や立体地図などと比べながら実際
の河川の様子に当てはめて考えさせる。

●次時は，川内川の資料をもとに，生き
物がすみやすい川づくりや災害を防ぐ
工夫を調べたりすることを予告し，意
欲を高める。

第７時：流れる水のはたらき⑤ ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ

24

画面⑨ 画面⑩

（合計2枚）

T：先生 C：児童



流
れ

参考資料

展開
：28
分

第７時：流れる水のはたらき⑤ 参考資料

25

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

導入
：5
分

１ 前時の学習をふり返る。

２ 教科書P.87 の５枚の写真を見て，災害
を防ぐために，どのようなくふうが
されたかを話し合う。

めあて：災害を防ぐために，川にはどの
ようなくふうがされているだろうか。

・コンクリートで固める
・ダムをつくる
・ブロックをおく

●確かめ問題でふり返りをさせる。

T：画面①「配信_学習のたしかめ問題」
を画面配信し、児童に発表させながら
解答を入力し学習をふり返り確認する。

●川が氾濫している写真を用意して，こ
のようなこう水を防ぐためにはどうす
ればよいか考えるきっかけにする。

第８時：わたしたちのくらしと災害① ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ

26

画面①

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

展開
：30
分

◆ＮＨＫデジタル教材番組「ふしぎが
いっぱい（5 年生）『川とつきあ
う』」を視聴する。

○川が増水したときのせきの工夫を知る。
○人工の川や河川敷などによるこう水を
防ぐための工夫を知る。
・放水路 ・河川敷 ・土手

３ 川内川で，災害を防ぐために行われて
いる工夫について話し合う。

・分水路 ・堤防 ・河道掘削

T：画面②「Webカード_川とつきあう
（10分00秒）」を画面配信する。

●視聴後に，「こう水を防ぐための工夫
はもっとないだろうか。」と投げかけ
る。

●グループごとに資料を配付し，調べさ
せる。

T：画面③「配信_川内川の災害を防ぐく
ふう」を画面配信し、グループごとに
調べさせる。

T：画面④「配信_川内川防災教室5」を画
面配信し、グループごとに調べさせる。

第８時：わたしたちのくらしと災害① ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ

27

画面②

画面③ 画面④

（合計15枚）

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

終末
：10
分

４ 水害を防ぐ工夫を分類してまとめる。
○川の水をあふれさせない工夫
・堤防 ・護岸補強 ・ダムの水量調整
・しゅんせつ工事（たまった土砂の除
去）

・放水路 ・遊水池 など
○流れを弱めるための工夫
・堰堤 ・ブロック など
○川の水があふれたときのための工夫
・輪中 ・水屋 ・排水ポンプ場 など

まとめ：上流の自然を豊かにしたり，堤
防，人工の川，河川敷を作ったりし
て，人々は洪水が起こることを防ぐ
ように工夫してきた。

T：画面⑤「シンキングツール_災害をふ
せぐくふう」を開き、学習を通して分
かったことを３つに分類してカードに
記入する。

第８時：わたしたちのくらしと災害① ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ

28

画面⑤

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

導入
：17
分

１ 流れる水のはたらきは，どれくらいの
大きさなのだろうか。

○深さ40cmの流れる水のはたらきの大き
さを体験する。

２ 本時のめあてを確かめる。

めあて：水害から身を守るためには，ど
うすればよいのだろうか。

●資料の写真から，腰まで水につかった
人の救助が必要な理由を考えさせる。

T：画面①「配信_こう水からにげおくれ
た人を救助しているようす」を画面配
信し、救助が必要な理由を考えさせる。

●水深40cm，流速1.5(m/秒)で約９Kgのお
もりを片足に付けて，普段の歩きとの
違いを試させる。

T：画面②「配信_川内川防災教室資料
13」を画面配信し、浸水時に安全に避
難する方法を確認させる。

第９時：わたしたちのくらしと災害② ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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画面① 画面②

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

展開
：23
分

３ 災害時の避難に適した履き物について
考える。

４ 災害時にどのような物を持ち出せばよ
いか話し合う。

T：画面③「配信_川内川防災教室資料
14」を画面配信し、災害時の避難に適
した履き物について考えさせる。

T：画面④「配信_川内川防災教室資料
12」を画面配信し、災害時にどのよう
な物を持ち出せばよいか話し合わせる。

第９時：わたしたちのくらしと災害② ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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画面③ 画面④

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

終末
：5
分

５ ハザードマップについて知る。

まとめ：運動靴で避難し，持ち出す物を
準備しておく。ハザードマップなど
で危険な場所などを確かめておく。

テストを配布し、こう水から命を守るた
めの問題を解答し、解答が完了した
ら「答え合わせをする」ボタンを押
すよう告げる。

T：画面⑤「配信_防災マップ」を画面配
信し、自宅や通学路の浸水リスクを確
認させる。

●自分の通学路で，危険な場所をきちん
と知っておくことが大切であることを
確認する。

T：画面⑥「テスト_こう水から命を守る
ために」を開く。

「全員で解答」ボタンを押す。
「通常モード」を押す。

第９時：わたしたちのくらしと災害② ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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画面⑤ 画面⑥

（合計48枚）

T：先生 C：児童



流
れ

参考資料

導入
：17
分

第９時：わたしたちのくらしと災害② 参考資料

32

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

導入
：5
分

１ 前時の学習をふり返る。 ●確かめ問題でふり返りをさせる。

T：画面①「配信_学習のたしかめ問題」
を画面配信し、児童に発表させながら
解答を記入し学習をふり返り確認する。

第１０時・１１時：川の観察①② ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ

33

画面①

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

展開
：30
分

２ これまで学習してきたことをもとに，
地域を流れる川内川について考える。

○川内川で起きた洪水

○なぜ川では洪水が起こるのだろうか
○なぜ川の下流ほど水の量が増えるのだ
ろうか。

○洪水などを防ぐくふう

めあて：人は川とどのように関わってい
けばよいのだろうか。

３ 洪水などの災害を防ぐだけでなく，生
き物にとってすみよい川にするため
に，どんな工夫があるか考える。

○教科書の資料を読み，生き物への配慮
の考えを深める。

・多自然型河川
・わんど

●資料から，川内川で起きた洪水や洪水
などを防ぐくふうについて確かめる。

T：画面②「配信_川内川防災教室資料4」
を画面配信し、これまでに起きた川内
川の洪水について考えさせる。

T：画面③「配信_川内川防災教室資料1」
を画面配信し、川内川にはたくさんの
川が合流していることについて考えさ
せる。

●羽月川，隈之城川などの支流といっ
しょになって大きな川となっていくこ
とをとらえることができるようにする。

T：画面④「配信_川内川防災教室資料5」
を画面配信し、川内川で行われている
洪水などを防ぐくふうについて考えさ
せる。

●資料の写真などから，川原に見える生
き物に対する配慮を考えさせる。

●川内川の工夫を紹介する。

T：画面⑤「配信_川内川の生き物がすみ
やすい川づくり」を画面配信し、生き
物への配慮の考えを深めさせる。

第１０時・１１時：川の観察①② ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ

34

画面② 画面③

画面④ 画面⑤

（合計3枚）

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

終末
：10
分

４ 川と人との関わりについて調べる。
○川の水による災害を防ぎ，安全な生活
を守るために，人は川とどのように
関わってきたか調べる。

T：画面⑥「配信_川と人とのかかわり」
を画面配信し、川と人とのかかわりか
たについて考えさせる。

T：画面⑦「配信_湯之尾堰の役わりと防
災きのう」を画面配信し、こう水調節
の取り組みについて確認させる。

○評 教科書や川内川の資料から，生き物
への配慮や，災害を防ぎ安全な生活を
守るくふうについて調べ，適切に記録
し,学んだことを生活に生かそうとして
いるか。【行動観察・記録分析】

第１０時・１１時：川の観察①② ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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画面⑥ 画面⑦

（合計7枚）

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

導入
：15
分

１ ハザードマップについての理解を深め
る。

めあて：水害から身を守るためには，ど
うすればよいのだろうか。

◆ ＮＨＫデジタル教材番組「学ぼう
BOSAI『地球の声を聞こう 自分の町を
知って台風に備えよう』」を視聴す
る。

T：画面①「配信_川内川防災教室資料
23」を画面配信し、防災マップについ
て説明する。

T：画面②「配信_防災マップ」を画面配
信し、自宅や通学路の浸水リスクを確
認させる。

T：画面③「Webカード_地球の声を聞こ
う 自分の町を知って台風に備えよう
（10分00秒）」を画面配信する。

●自分の通学路で，危険な場所をきちん
と知っておくことが大切であることを
確認する。

T：画面④「配信_川内川防災教室資料
24」を画面配信し、防災マップは自分
たちでもつくることができることを確
認させる。

第１２時：川の観察③ ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ

36

画面① 画面②

画面③ 画面④

（合計48枚）

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

展開
：20
分

２ 流れる水のはたらきについて，学習し
たことを確かめる。

(１)流れる水のはたらきについてまとめ
る。

［80ページでふり返る］
① 地面をけずるはたらきを何というか。
② 土や石を運ぶはたらきを何というか。
③ 流されてきた土や石を積もらせるはた
らきを何というか。

テストを配布し、流れる水のはたらきに
ついて問題に解答し、記入が完了し
たら「答え合わせをする」ボタンを
押すよう告げる。

(２)流れる水のはたらきと，川原の石の
大きさと形についてまとめる。

［78ページでふり返る］
① 山の中を流れる川の川原ではどうか。
② 平地へ流れ出たあたりの川の川原では
どうか。
③ 平地を流れる川の川原ではどうか。

テストを配布し、川の石の大きさと形問
題に解答し、記入が完了したら「答
え合わせをする」ボタンを押すよう
告げる。

(３)土地のかたむきや水の量と，流れる
水のはたらきの大きさとの関係につ
いて，「しん食・運ぱん・たい積」
ということばを使ってまとめる。

［85ページでふり返る］
① かたむきが大きくなると，流れる水の
はたらきはどうなるか。

② 水の量が多くなると，流れる水のはた
らきはどうなるか。

テストを配布し、土地のかたむきや水の
量と，流れる水のはたらきの大きさ
との関係ついて問題に解答し、記入
が完了したら「答え合わせをする」
ボタンを押すよう告げる。

(１)

①浸食
② 運搬
③ 堆積

T：画面⑤「テスト_流れる水のはたら
き」を開く。

「全員で解答」ボタンを押す。
「通常モード」を押す。

(２)

①角張った大きな石が多い。
② まるくて小さな石が多い。

③ まるくてさらに小さな石が多い。

T：画面⑥「テスト_川の石の大きさと
形」を開く。

「全員で解答」ボタンを押す。
「通常モード」を押す。

(３)

①流れる水の速さが速く，浸食したり，
運搬したりするはたらきが大きくなる。
傾きが小さいところでは，水の流れが
ゆるやかで，堆積するはたらきが大き
い。

② 水の量が多くなると，浸食したり，運
搬したりするはたらきが大きくなる。

T：画面⑦「テスト_土地のかたむきや水
の量と、流れる水のはたらきの大きさ
との関係」を開く。

「全員で解答」ボタンを押す。
「通常モード」を押す。

第１２時：川の観察③ ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ
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画面⑤ 画面⑥

画面⑦

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

展開
：20
分

３ 土の山に水を流して実験したときに，
どのようなことに注意して，実験を
行ったか，ふり返ってまとめる。

ワークシートを配布し、実験を振り返り
気を付けたことを解答し、記入が完
了したら「答え合わせをする」ボタ
ンを押すよう告げる。

・調べる条件（傾き・水の量）を変えた
とき，そのほかの条件は変えないで
調べた。

・傾きや水の量を変えたとき，流れる水
の速さや土のけずられ方に注目して
調べた。

・土地がけずられるところや，土がたま
るところに注目して調べた。

・土にさわった後は，手をよく洗った。
など

T：画面⑧「ワークシート_実験のふりか
えり」を開く。

「全員で解答」ボタンを押す。
「通常モード」を押す。

第１２時：川の観察③ ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ

38

画面⑧

T：先生 C：児童



流
れ

学習活動（児童の反応） 教師の働きかけ ／ロイロノートの操作 ロイロノート画面

終末
：10
分

４ 川の内側と外側の川岸がどのようにし
てできたのか，流れる水のはたらき
と関係づけて説明する。

(１)流れが曲がっているところの内側
(２)流れが曲がっているところの外側

(１)水の流れがおそく，土や石が積もる。
(２)水の流れが速く，川岸がけずられる。

●「災害用伝言ダイヤル」の資料を配付
し，家庭での話し合いのきっかけとす
る。

T：画面⑨「配信_川災害用伝言ダイヤル
（171）」を画面配信し、家庭での話
し合いのきっかけとする。

第１２時：川の観察③ ロイロノート活用の流れ

●ロイロノートを活用した学習の流れ

39

画面⑨

T：先生 C：児童
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